
低炭素社会の構築［環境にやさしいお買い物］環境にイイこと、プラス。

低炭素社会の構築［環境にやさしいお買い物］
　3月11日の東日本大震災の発生により、電気・ガス・水道などのライフラインが不通になり、特に首都圏では公共交通機関がマヒして、多く
の人々が通勤難民となってしまいました。また、原子力発電所の事故が重なり「計画停電の実施」など、電気の安定供給ができないという、一
般生活だけではなく工業生産やその他事業活動などにも影響を及ぼす結果となりました。
　今まで当たり前のように使っていた「電気が使えない」ということではなく、「使わなくてもよい生活」にライフスタイルを転換していくことが大
切です。地球温暖化防止のためにも、いかに節電・省エネを実施していくかが、企業の大きな課題になります。

ピーク電力15％削減のエコ・ファーストの約束
　2011年5月18日、環境省でエコ・ファースト企業28社が一同に集い、環境大臣にピーク電力15％削減を約束しま
した。この約束は、お客様と一緒に節電する項目と、店舗施設の活用についての項目から成っています。
　ユニーは小売業として唯一この約束に参加しましたが、メーカー各社と異なり、自社の都合や計画だけで対応できる
わけではなく、お客様のご協力や出店しているテナント各店との協働で進めていかなければなりません。店舗の照明や空
調温度設定など、来店されたお客様にご理解いただきながら、節電対策を進めています。

東日本大震災・原子力発電所被災以降の消費電力削減対策

地球環境の現状
　CO2などの温室効果ガス（GHG：Green House Gases）の増加により、地球表面から出てくる赤外線が吸
収･再放出され大気中に熱が溜まり、地球温暖化が進んでいるといわれています。本来自然界で発生したCO2
は、森林や海洋による吸収によりバランスがとれていたのですが、人間が化石燃料（石油や石炭、天然ガスな
ど）を消費するようになり、吸収しきれなくなってしまいました。
　地球の温暖化は、化石燃料をエネルギーとして電気を起こしたり、自動車を走らせたり、冷暖房に使用するこ
とによりGHGを排出し、また熱を放出していることが原因です。このまま地球温暖化が進むと、100年後には大
気中の温室効果ガスが増え、平均気温が上がり、多くの生き物が生存できなくなるといわれています。

地球温暖化とは

CO2の見える化
　私達の生活から排出されているといわれる「民生
業務部門」のCO2。その中で、毎日の食卓に並んで
いる食品もCO2排出に影響しています。例えば、季
節外れの野菜や果物は、ハウス栽培で化石エネル
ギーを使って栽培されていたり、地球の反対側から
輸入されていたりと、CO2排出量の大きな食品が普
段の食事に頻繁に出されていたりします。食品に限
らず、ユニーで販売しお客様に購入していただいている商品やサービスは、原料の採取・生産・流通・販売・消費・使用後までのライフサイク
ルアセスメント（商品の一生）を通じて、多くのエネルギーが使われています。そのエネルギーの多くは化石燃料から得られているので、地球温
暖化の原因となる温室効果ガスを大気中に排出しています。 
　この排出されたCO2など温室効果ガスの量を数字とマークで表して「CO2の見える化」を図ったものが、カーボンフットプリント、CO2の足跡
です。できるだけ数値の少ない商品を製造・販売し、そしてお客様に購入していただくことで地球温暖化を防止しようという取り組みです。

カーボンフットプリントの算出
　商品の原料の採取・生産・流通・販売・消費・廃棄やリサイクルまでのライフサイクルアセスメントの各段階で排出される温暖化効果ガスが
大気中にどのくらい排出されるのかをCO2換算して、数値で表したものがカーボンフットプリントです。
　ユニーでは、2008年度に行われた「カーボンフットプリント制度試行事業」に参加して、環境配慮商品「eco!on」のトイレットペーパーのカー
ボンフットプリントを算定しました。
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地球温暖化防止のために温暖化効果ガスを抑制する取り組みが産業界や企業、個人へと拡がり、「努力目標」から「責任・義務」とされました。
エネルギー問題や運輸・交通対策が推進され、新たに表明された「1990年比2020年のCO2排出量25％削減」を
目標に進みつつあった2011年3月、未曾有の東日本大地震が日本を襲いました。
これからの日本の進むべき方向を考えるとき、「未来の子供達に美しい自然を残したい」願いを実現するため、
地球温暖化を防止し持続可能な社会を構築するために、私達一人ひとりがどんな暮らし方をしていくかが問われています。
私達のライフスタイルを変えていくことが、地球温暖化防止に大きな影響力をもたらします。

お客様の家庭での節電対策
　原子力発電所停止による電力供給量の減少や夏のピーク電力
時の停電への心配から、節電への関心は企業活動だけではな
く、家庭やオフィスなどでも高まっています。そして昨今の気温
上昇やゲリラ豪雨など異常気象の原因といわれる温暖化ガスの
排出抑制のためにも、自ら節電しようという市民が「自分達にで
きることから」と努めているからです。
　ユニーはお客様に節電ライフの情報を伝え、役に立つ商品の
提案をパンフレットにして配布しました。

「節電ライフ」パンフレット

環境先進企業であるエコ・ファースト企業はいち早く節電計画を発表

東京電力・東北電力供給地域の店舗では
ショーケースの照明を消灯

愛知県稲沢市の本社事務所では、
従来より必要な照明だけを点灯（昼休み）

「節電ライフ」を説明する
前村社長

節電の約束
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